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第12回社会技術フォーラム  

主   催

新領域に関する社会との対話

～ 安全な社会システムの創生と伝承 ～

【会場】

安全な社会システムの創生と伝承

公 ⁄ 私の空間・関係性の変容
に応える安全な暮らしの創生
公 ⁄ 私の空間・関係性の変容
に応える安全な暮らしの創生





1公／私の空間・関係性の変容に応える安全な暮らしの創生 ～ 安全な社会システムの創生と伝承 ～

13:30～13:35 ▶開会挨拶
 泉  紳一郎 （国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）
    社会技術研究開発センター（RISTEX）  センター長）

13:35～13:50 ▶新規研究開発領域についての構想説明
 矢島  章夫 （JST-RISTEX シニアフェロー）

13:50～14:05 ▶講演：新規研究開発領域への理解と期待
 山田  肇 （東洋大学  経済学部  教授）

14:05～15:05 ▶領域テーマに関する話題提供：
  ● 公／私空間・関係性の変容をめぐる現状
 吉田  純 （京都大学  大学院人間・環境学研究科  教授）

  ● 公／私空間の変容がもたらす問題と解決策
 遊間  和子 （（株）国際社会経済研究所  情報社会研究部  主任研究員）
  ● ICTを使ったデータ中心社会科学的取り組みと今後の展開
 曽根原  登 （国立情報学研究所  教授･研究主幹）
  ● 公／私空間をつなぐ「間」の創生－児童虐待防止活動を例として－
 吉田  恒雄 （認定NPO法人児童虐待防止全国ネットワーク  理事長）

15:05～15:25 ▶休憩

15:25～16:55 ▶ディスカッション
 「公／私の空間・関係性の変容に応える安全な暮らしの創生」に向けて

  ● モデレーター
 山田  肇 （東洋大学 経済学部 教授）

  ● パネリスト（五十音順）
 岸  徹 （元  科学警察研究所  副所長）
 曽根原  登 （国立情報学研究所  教授･研究主幹）
 遊間  和子 （（株）国際社会経済研究所  情報社会研究部  主任研究員）
 吉田  純 （京都大学  大学院人間・環境学研究科  教授）
 吉田  恒雄 （認定NPO法人児童虐待防止全国ネットワーク  理事長）

16:55～17:00 ▶閉会挨拶
 津田  博司 （JST-RISTEX  企画運営室長）

プ ロ グ ラ ム
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新規研究開発領域についての構想説明
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11公／私の空間・関係性の変容に応える安全な暮らしの創生 ～ 安全な社会システムの創生と伝承 ～
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山
や ま だ

田  肇
はじめ

東洋大学  経済学部  教授

日本電信電話公社（現、NTT）を経て2002年より現職。専門は、情報通信の経済学、技術経営など。特に情報
通信の利活用について活発に研究し、意見提言の公表、委員等の活動多数。主な著書に、「情報アクセシビリ
ティ やさしい情報社会に向けて」（編著, 2005年, NTT出版）、「技術経営：未来をイノベートする」（著, 2005
年, NTT出版）など。
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新規研究開発領域への理解と期待
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講演　山田  肇
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新規研究開発領域への理解と期待
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講演　山田  肇
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公／私空間・関係性の変容をめぐる現状

話 題 提 供



19公／私の空間・関係性の変容に応える安全な暮らしの創生 ～ 安全な社会システムの創生と伝承 ～

京都大学 大学院人間・環境学研究科　教授

専門分野は社会学・社会情報学。主な著書に、「インターネット空間の社会学―情報ネットワーク社会と公
共圏」（著, 2000年, 世界思想社）、「モダニティの変容と公共圏」（共編著, 2014年, 京都大学学術出版会）
など。

吉
よ し だ

田  純
じゅん
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公／私空間・関係性の変容をめぐる現状
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話題提供　吉田  純
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公／私空間・関係性の変容をめぐる現状



23公／私の空間・関係性の変容に応える安全な暮らしの創生 ～ 安全な社会システムの創生と伝承 ～



24 第12回社会技術フォーラム   新領域に関する社会との対話

公／私空間の変容がもたらす問題と
解決策

話 題 提 供
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株式会社国際社会経済研究所  情報社会研究部  主任研究員

高齢化に伴う社会的課題解決につながるICT活用（eヘルス、地域コミュニティ、情報アクセシビリティ、国民
ID、電子政府等）に関する調査研究活動に従事。主な著書に、「ジェンダー白書9 アクティブシニアが日本を変
える」（共著, 2013年, 明石書店）など。

遊
ゆ う ま

間  和
か ず こ

子



26 第12回社会技術フォーラム   新領域に関する社会との対話

ICTを使ったデータ中心社会科学的
取り組みと今後の展開

話 題 提 供
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国立情報学研究所  情報社会相関研究系  教授・研究主幹

専門分野は情報学。情報・システム研究機構（ROIS）新領域融合センター社会コミュニケーション・プロジェク
トディレクターなどを兼任。主な著書に、「ビッグデータ時代のライフログ ICT社会の人の記憶」（共著, 2012
年, 東洋経済新報社）など。

曽
そ ね は ら

根原  登
のぼる
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ICTを使ったデータ中心社会科学的取り組みと今後の展開
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話題提供　曽根原  登
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ICTを使ったデータ中心社会科学的取り組みと今後の展開
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話題提供　曽根原  登
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ICTを使ったデータ中心社会科学的取り組みと今後の展開
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話題提供　曽根原  登
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ICTを使ったデータ中心社会科学的取り組みと今後の展開
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話題提供　曽根原  登
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ICTを使ったデータ中心社会科学的取り組みと今後の展開
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話題提供　曽根原  登
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公／私空間をつなぐ「間」の創生
－児童虐待防止活動を例として－

話 題 提 供
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認定NPO法人児童虐待防止全国ネットワーク  理事長

当法人は子ども虐待のない社会の実現を目指して2001年に設立。総務省、法務省、厚生労働省等の児童虐待
に関する委員を歴任。専門は民事法学、社会法学、児童福祉。著書に、「児童虐待への介入－その制度と法
－」（編著, 1998年, 尚学社）など。

吉
よ し だ

田  恒
つ ね お

雄
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公／私空間をつなぐ「間」の創生－児童虐待防止活動を例として－
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話題提供　吉田  恒雄
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公／私空間をつなぐ「間」の創生－児童虐待防止活動を例として－
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話題提供　吉田  恒雄
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新領域の構想（原案）
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1．研究開発領域の名称
「公／私の空間・関係性の変容に応える安全な暮らしの創生（仮称）

－安全な社会システムの創生と伝承－」

2．研究開発領域の必要性
2-1．我が国の現状及び解決すべき問題
　近年、我が国では、刑事犯罪の認知件数は減っているが、家庭または家庭と同様に、「外部から隔離され、同
調圧力が強く閉鎖的な空間」である職場やスポーツ集団、学校等において、子ども、女性、高齢者が継続的な暴
力を受けるケースは増加していると示されている。また、サイバー空間での暴力、攻撃は深刻化し、サイバー空
間での関係性に由来する安全・安心の問題は新たな課題となっている（警察白書，2014年）。そのほか、交通事
故など公的空間で起こる事故は減っているが、転倒や溺死など「家庭内事故」が増加していると示されている（厚
生労働省人口動態統計，2013年9月5日）。

　こうした私的な空間・関係性で起きる安全・安心上の問題に、1）発見・介入しづらい空間・関係性の中で起き
ること、2）外部からの積極的な関与が困難で、継続的になりやすい（警察政策学会犯罪予防法制研究部会、これ
からの安全･安心研究会，2013年7月）などの特徴が見られる。そうした問題が顕在化する背景には、1）少子高
齢化、非婚化、小世帯化、人口の大都市一極集中化などの人口・社会構造的な変化があるほか、2）インターネッ
トやソーシャルメディアなど情報通信技術の発展による新たな課題も関係している。具体的には、小世帯化や地
域社会の縮小などに伴い、育児や介護など、家庭又は地域社会が持つサポート的な機能が弱体化又は消滅するこ
とによって、養育者や養護者の孤立が深刻化し、養育者や養護者による虐待が生じるケース、また、ソーシャル
メディアなど、いつでもどこでも繋がることができることによって、学校や職場などの人間関係をそのまま家庭
などに持ち込むことが可能になり、逃げ場のないいじめを可能にしてしまうケースなどがあげられる。即ち、従来
の私的な空間・関係性が持つ安全機能が時代の変化に対応しきれなくなっていることが少しずつ顕在化している。
　社会学的な分析では、ここでいう私的な空間・関係性を「親密圏1」として、「公共圏」との関係で議論される
ことが多く、「『家族の中の個人』から『個人化する家族』への変化」、「公的領域と親密圏の地続き化」（上野大樹
2012）、「『公』『私』の歴史的変容」（落合2013）と、その変容を捉えている。

　従来、親密圏について、「自助」「自治」に任せるものであり、外部の介入は不適切だと思われる一面もあった。
実際には、多様なレベルで社会的な介入・支援が徐々に広がっている（ここで言う社会的な介入・支援とは、家
庭資源以外のリソースによる支援。例えば、行政、地域、ビジネス、NPO等）。「児童虐待の防止等に関する法律」
（2000年制定）、「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律」（2001年制定）、「高齢者虐待の防止，
高齢者の養護者に対する支援等に関する法律」（2005年制定）、「ハーグ条約に対する日本の加盟」（2014年）など、
公による親密圏への介入・支援は少しずつ開かれる方向が見られる。むしろ、そうした分野において、公による
介入・支援は期待される一面もある。また、センサーやロボットなどの科学技術を使い、親密圏での加害・被害
またはそれに繋がるリスクの早期発見、要因解消に貢献する研究が求められ（安全・安心科学技術委員会，2007

平成27年度 新規研究開発領域
「公／私の空間・関係性の変容に応える安全な暮らしの創生（仮称）」の方向性（原案）

1 具体的な他者の生／生命－とくにその不安や困難に－に対する関心／配慮を媒体とする、ある程度持続的な関係性を指すも
のとして用いる。（斎藤純一：2003）
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年7月）、研究開発が行われてきた。そして、保健・医療・福祉の増進、子どもの健全育成、人権擁護などの視点
に基づき、親密圏で起きる虐待やドメスティク・バイオレンス（DV）などに対する介入・支援を行うNPOは数多
く設立されている（山内･田中･奥山, 2010）。福祉の視点から、親密圏で起きる加害・被害をめぐってNPOが介入・
支援することは社会のニーズであるとも言われる（上野, 2011）。さらに、親密圏の犯罪などへの社会的な介入に
対する国民全体の理解は十分とは言えないが、近年、児童虐待の支援現場において、第三者による通報数が最も
多い等、国民の親密圏の加害・被害に対する意識が高まっている一面も伺われる。即ち、親密圏に対する社会的
な支援（とくに「公的」と「私的」の境界（「間」）にまたがる支援）が求められ、また進められつつある。今後は、こ
れからの社会の変化も踏まえて、「発見・介入がしづらい空間・関係性」への社会的支援に取り組むことが重要で
あると考えられる。

　一方で、後述の科学技術・学術審議会でも議論されているように情報通信技術の動向からは、ソーシャルメディ
アの発展・普及により「サイバー空間」と「フィジカル空間」の融合、いわば「サイバーとフィジカルの地続き化」
が進んでいるといえる。サイバー空間とフィジカル空間の融合は、予見・発見の容易化の一方、プライバシーを
侵害しやすく、状況に応じてプライバシーレベルを設定するダイナミックプライバシーなどの概念も提唱されて
いる。

　このように、1）親密圏に起きる安全・安心上の問題の顕在化、2）公共圏と親密圏の関係の変容及び個人の責
任範囲と公的介入、NPO等支援の変化、3）サイバー空間とフィジカル空間の融合による予見・発見の容易化と
プライバシーの概念の変化、が進行していると認識しており、こうした変化を踏まえて、当センターは、発見・
介入しづらい親密圏における危害、事故の低減・予防（予見・介入・アフターケア）を平成27年度の研究開発対
象とする。

2-2．政策・施策の動向
　科学技術を生かして国民の安全・安心な暮らしを確保することは我が国の重要な政策課題である。
科学技術イノベーション総合戦略（2014年6月24日閣議決定）においては、『国民の生活水準が維持・向上して
いることを実感でき、人口減少・少子高齢化の下でも持続可能な活力ある社会が実現している。また、女性や若
者がその持てる能力を余すことなく発揮して活躍できる環境が整っている。また、国民が健やかに豊かで幸福な
人生を全うできる』社会として、『国民が豊かさと安全・安心を実感できる社会』の実現を掲げている。『国全体が
安心に包まれ、誰もが明るい将来を展望し、人生の設計ができている。さらに、次世代インフラが整備され、自
然災害等から国民の生命・財産の安全が確保できている。』こととされており、社会の変化に対応した具体的な対
応が求められている。

　一方、文部科学省では科学技術・学術審議会の総合政策特別委員会において、「我が国の中長期を展望した科
学技術イノベーション政策について～ポスト第４期科学技術基本計画に向けて～」と題した議論が進んでいる。
その中間報告（2015年1月20日）において、超サイバー社会の到来を見据え、以下のような施策が必要とされて
いる。

『超サイバー社会が到来し、社会の在り方や科学技術イノベーションの進め方に変化を生じさせつつある。こ
の重大かつ急速な変化に関して、情報通信技術（ICT）分野の振興という観点で対応するのではなく、人文学、
社会科学及び自然科学のあらゆる分野がこの新しい社会の到来を強く意識し、その協働により、望ましい超サ
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イバー社会の実現に向けた変革に速やかに取り組んでいく必要がある。』
 『例えば、AI技術が搭載されたロボット等による事象に対する責任や、ネットワーク上の個人情報を削除する
権利の問題など、新たに生じている問題への適切な対応や、サイバー空間が実空間と一体化する中で影響がま
すます大きくなっているサイバー攻撃への対応を進めていく必要がある。また、サイバー空間には、国、国民
の安全・安心の確保に関連するデータ等も流通しており、我が国として、こうした情報の取扱いについての今
後の検討が求められている。こうした状況を踏まえ、サイバー空間を安全かつ安心に活用するための研究開発
を進めるとともに、サイバー空間における多種多様な活動が現実の社会に及ぼす影響に関する研究を推進し、
そうした影響に適切に対応するための技術開発や社会制度の構築を行うことが必要である。』

　このように、ICTの利活用による望ましい超サイバー社会において、安全・安心な生活を実現するために技術
開発と社会制度の構築において適切な対応が必要であるとしている。

3．研究開発領域の目標
　本領域における具体的な目標は以下の通りである。

Ａ） 世帯の小規模化や高齢化、サイバー空間の拡大といった家庭に代表される親密圏の変容を踏まえて、発見・
介入しづらい空間・関係性における危害、事故の予防（予見、介入、アフターケア）に資する新たな手法を
現実の問題とニーズに基づいて提示する。

Ｂ） これらの成果を元に、親密圏における危害や事故の低減に資する制度・政策とその実現可能性を提示する。
Ｃ） 提示する取組や施策が継続的に実施されていくために、社会システムへの統合可能性という観点で、これ
らの手法を導いた思考・考え方を共有するネットワークを構築する。

　本領域は、上記のように時代の変化に対応し、発見・介入しづらい空間、関係性における危害、事故を低減す
るための予防機能（予見・介入・アフターケア）を強化し、安全・安心な社会の進展に貢献する（アウトカム）。そ
のために、以下の2つの観点で、社会実装を重視した安全・安心につながる研究開発を推進する。

① ICT等の活用による既存の社会システムの機能増強や比較、新しい社会システムの提案
② 発見・介入しづらい空間・関係性への配慮が行き届き適切なアプローチ

4．取り組むべき研究開発テーマ
　本領域においては、以下の3つのテーマを中心とした研究開発プロジェクトを推進する。
　なお、これらを組み合わせた横断的なテーマや、記載されたテーマ以外についても、本領域の趣旨に合致する
ものであれば対象とする。

○ 社会システム・制度の創生・伝承
○ 配慮の行き届き適切に介入・支援をする社会技術の創出
○ 情報通信技術等の利活用による新たな支援機能の構築
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4-1．主要な研究開発要素・テーマのイメージ
○ 社会システム・制度の創生・伝承
・ 親密圏と公共圏の変容に注目し、現場の実態や将来像を踏まえて技術活用の可能性を考える研究
・ 個人情報の取り扱いにおいて、国際比較を含む、個別法の範囲を超える関係公的機関の情報共有を促進する
法制度のあり方などの研究。新たなプライバシー概念、調査及び評価指標化に向けて、本人と関連者のプラ
イバシーを考慮した利用方法の拡張、状況に応じたプライバシーの管理・制御などの研究

・ 公的機関の連携方策による公的空間での各種手法の親密圏への活用・援用の研究
○ 配慮が行き届き適切に介入・支援をする社会技術の創出
・ 公／私を橋渡しする「間」の創生（コミュニティによる支援など、関係者による情報共有・循環システムを含
む）。特区における実証なども含む

・ 被害者支援・加害者更生、支援者・NPO等支援、法整備、制度整備、教育などの研究
○ 情報通信技術等の利活用による新たな支援機能の構築
 （利用者視点と実装の担い手を考慮した研究とする）
・ ビッグデータ解析／過去事例を用いた予防と異常の早期検知の研究
・ IoT（Internet of Things）などを用いた予防と異常の早期検知、記録などの研究
・ ロボット技術などの活用に関する研究

４-２．研究開発の実施体制
① 国内の大学、研究機関、公益法人、NPO、民間企業、行政機関等、組織としてJSTからの研究委託が可能
な主体が連携して研究開発を実施すること。

② 自然科学と人文・社会科学の双方にまたがる分野横断的な知見を活用し、ハード・ソフト両面からの包括的、
総合的な研究開発を促進すること。

③ 研究開発の終了後も発展的な取組が継続的に行われるために、地方自治体をはじめとする関係機関との連携
を研究開発の段階から十分に行うこと。

④ 研究開発当初から関連当事者との共創を行い、成果の利用者等からのフィードバックを行う仕組みを設ける
こと。
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13:30～17:00（開場 13:00）

JST東京本部
別館1階ホール
（千代田区五番町7  K’s 五番町）
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公／私の空間・関係性の変容
に応える安全な暮らしの創生
～ 安全な社会システムの創生と伝承 ～
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新領域に関する社会との対話

～ 安全な社会システムの創生と伝承 ～

【会場】

安全な社会システムの創生と伝承

公 ⁄ 私の空間・関係性の変容
に応える安全な暮らしの創生
公 ⁄ 私の空間・関係性の変容
に応える安全な暮らしの創生
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